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キ7ミズキンタケに出会う
S加わ山mpe／㊥わ帽gmO／deg〝わた5Cわ

吉　見　昭　一

キノコを追いかけたり，追いかけられたりして，

今日という日が過ぎていく。時にべそかいたり，

こみ上げてくる嬉しさで笑えてしまったりして，

人生という道も教えてくれている。振り返って見

ると，多くの希菌に出合っている。

希菌の1つ，キアミズキンタケ。1991年10月，

写真家の伊沢正名さんから『石垣島でキアミズキ

ンタケを見つけました。標本がいるのでしたら送

ります。』と，連絡をいただいた。驚ろいた。驚

ろいただけでない。以前から日本にあるかも知れ

ないと思っていたからだ。川村清一，原色日本菌

類図鑑の記述や小林義雄，大日本植物誌，ヒメノ

ガスター亜目及スッポンタケ亜目の中にPetch

の写真絵があり，台湾にあるとのことであった。

もうすでに2回，石垣島に調べに行き，米原八重

山のヤシ林に足を踏み入れているが見つからない

で，京都に帰った。西表島も行った。空振りだっ

た。台湾では蕨竹の下の地上に発生するとある。

伊沢さんの詳しい書簡（1991．10．28）が来て，発

生場所はヤシ林の立札の所から入って左手であ

る。雨のあとが発生好条件である。梅雨期はすで

に調べた。豪雨のあとにしよう。台風と同時であ

れば出会えるかも知れない。1992年9月21日に那

覇に入り，台風19号とぶつかるかも知れないが石

垣島へ飛ぶ。機内は2人だけ，風が舞い流れては

ゆれる。漸く，無事到着。緊張で肩がすくんでい

た。豪雨と暴風の中，八重山高農の渡辺賢一先生

に同乗して，ヤシ林へ走った。合羽をかぶって探

索。薄暗い林内の倒木や落葉を掻く。3回往復し

たが，見つからない。だんだん疲れ，歩くのがや

っとで林内を出る。今回も運のない探索とあきら

めた。風雨が急に止み，青空さえ見える。台風の

目に入った。きのこ発生の多いウガン岬へ回るこ

とにした。

こうしてきのこ採集をしていた所，後ろの万で

頓狂な妻の声で驚いて走っていった。指をさして

いる。そこに幻と思ったキアミズキンタケが立っ

ている。成菌と幼菌である。樹林は雑木林で道端

である。イヌビワがある。水がまだ道に流れてい

－　2

る。顔を近づけると果物の腐敗臭とでも言うのか

変な匂いがツンとした。そう不快臭でなく，少し

甘味のある匂いであった。

希菌キアミズキンタケを持って宿につくや豪雨

と暴風が再来した。ガラスを叩きつける風雨を聞

きながら描いたが，途中で落雷，停電を繰返して

絵を書いた。

思いもしなかった今回の幸運に感謝した。

キアミズキンタケは腹菌類，スッポンタケ目，

アカカゴタケ科で，アカカゴタケ科は篭型（アカ

カゴタケ属，カゴタケ属，キアミズキンタケ属）

とアーチ型（カニノツメ属，イカタケ属，ツマミ

タケ属，サンコタケ属）があり，それぞれ，柄の

有無で種を分けるが，キアミズキンタケ属は有柄

である。属名Sわ如才〟桝はSわ加わS（蜜蜂の巣），

種小名♪gr砂ゐ用g研0才degはjセrg（ぐるり），♪ゐ御α

（隔壁），0才あ（のような）となる。小林義雄氏

は頭部が黄色の網のような頭巾ということから和
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名をつけたと思われる。

世界で，最初，南印度洋にあるマリチュース島

で発見されたとC．G．Lloydeは，Phalloidで述

べている。なお，印度，スリランカ，ジャワ，台

湾；アフリカにて発見されるが，希菌で分布は詳

細がわからない。また，種の同定も必ずしも明ら

かでない。知見したこの種に同義語は7種で，黄

色と赤色に大別し，

①S．♪e頑ゐ柳0才あ＝5．卯ccわ＝5・励β乃5gと，

②S．頭ゐαmCゆゐαJ〟研＝S．C肋助川〟別＝5・C肋グわⅥグあ

となり，S．∽宮地rfは頭形の網目が少なく数個を

作るCoJ〟∫属（コウシタケ属）に入るものと見ら

れる。5■グ研地肌属は2種であろうと考える。

種の検索

1．柄は黄色～淡黄色，篭状の頭部は橙黄色～黄

色，網目数は60以上

キアミズキンタケ（S．♪βγ砂ゐmgm0才deg）

1’柄は鮮紅色～淡紅色，篭状の頭部は紅色で，

柄の太さに比して拡張して大きい。網目数は

30以下

コナガエノアカカゴタケ

（S．坤ゐα和CゆゐαJ〟研）

キアミズキンタケは頭部を入れて高さ15cm外

で，頭部は5cm，柄部10cmで，頭部わずか太

まり，径4．5～5cm，柄部の太さ4～4．5cm頭部

篭目は7段になっていて，1段目18個，2段目19

個，3段目16個，4段目11個，5段目8個，6段

目6個，7段目（最上段）3個で，合計81個の網

目前後である。Penzigによると網目数は98～124

個あるというが若干の上下数があるようである。

網目は多く菱形網目から5角形網目で，網目のひ

も（托枝）に横敏があり，内側に緑黒色～黒色の

胞子粘液（グレノミ）が付着して，古くなった果物

臭（弱い匂い）がある。篭形部のひもは横切断す

ると1本の管が通っているのみで複合管でない。

柄部の上段，中段，下段は1層とわずかの層と2

層の泡沫組織で伸びていて，中空である。基部に

太い板状菌糸束が長く伸びる。袋（つば）は浅く，

ゼラチンが残る。頭部篭形部の網目状ひもの横し

わは子実層を形成し担子器を出す。20～22×3～

4／Jm，胞子は3～3・5×1～1・5／Jm，無色に近い。

（Petchは胞子は4～6×2FLmとあるので，やや小

形）（また，臭いについては酸っぱくなった糊に

似た臭気とある。）

暴風雨と対峠し，得難い希菌と出会ったのは千

載一遇のことであった。

（自宅：〒606－8283京都市左京区北白川仕伏町

9－6　075－791－6463）

キ7ミズキンタケと同属コナガ工ノアカカゴタケ
（Sか7ム山mSpわ∂erOC印わ∂山mSc／7／ec加e〃血刀　と出合う

吉　見　昭　一

希菌キアミズキンタケと出合う幸運を喜んだ次

ぎの年，1993年にさらに世界の希菌コナガェノア

カカゴタケ（5わ乃地肌申ゐαβ和CゆゐαJ〟研）と出合

う機会に恵まれた。

飯塚茂明さん私信1信『今年（註1993年）6月

末，千葉県富津市の新舞子海岸にて奇妙なキノコ

を見つけました。砂地を掘った際に偶然出てきた

物で，当時幼菌だったので割った所，どの書物に

も載っていない種に思えたので，7月に再度同じ

場所に訪れた結果，写真のようなものを十数個確

認しました。』と発見現場の図を添えた，写真を

受取り，驚いて見ました。川村清一は中国，大連

市外，星ヶ浦公園で藤田謹次氏の唯一の標本及び

粗画を修正されて，5わ如〝血∽C肋娩相加励紺α別〟和

とし，ナガエノアカカゴタケと和名をつけられた。

柄上部が有稜であることや頭部の網目が30個以上

もあることから別種のようであるが，発生条件に

よって，これまで変化するのかも知れないので保

留してC．G．Lloyd文献などから，写真照合して，

日本新産種ではないが，川村氏のいうナガェノア

カカゴタケより小さく，頭部は粗雑で網目が大き

いS．坤ゐαe和C坤ゐαJ〟桝にあたると考えた。
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第2信『日本での発生確認は私が初めてとの事

で大変驚きました。8月8日1本だけ見つかりま

した。それを掘り出した際，菌糸が砂中の朽木や

木質化した枯れ草に絡みついているのが見られま

した。……。』と発生したことがわかり，同所に

発生した10月2日第3信と宅急便で幼菌大2個小

2個を送付いただき，追培発生（自宅で成功）。

希菌コナガエノアカカゴタケ（S．坤ααγ0－

CゆゐαJ〝研）であることを確認することができた。

第3信『Aの網目は13個，Bは12個，Cは19個あ

り，8月8日の採取は10個，10月2日は11個，10

月17日は14個で10個～19個，平均約13個となりま

す。全長で約8cmです。』と観察記録をいただ

いた。また，発生地に？いては『埋れ木が砂中に

あるようです。（写真6）……夏も秋もほぼ同じ

場所で……』とある。種小名は坤ゐαγP（球状の）

＋C¢ゐαJ〝研（頭部）＝球状をした頭部の意味。

子実体は全長5～10cm前後，頭部篭型，柄部

円筒部基部つぼの各部に分かれる。頭部は柄部と

続く。柄に比して大きく，径2cm前後，網目約

5～13個，赤色から濃赤色，横毅ひもで単管，4

角形～5角形の網目で，内側に黒色～黒褐色の胞

子粘液をつける。僅か悪臭がある。柄部は長さ3
～6cm，太さ1～1．5cmで，上部は赤色から淡

紅色，下部は白色，表面に泡沫状孔口があり，中

空で2～3層（内層1mm．外層0．5mm），つば

白色で浅い。担子器は20～30×7／Jmで8担子坐

生し，胞子は平滑，だ円形で，4．5～5×2～2．5

〃m，無色。

この種に関しては希菌で報告数がきわめて少な

い。本多澄夫さんが2000年，再び愛知県海岸で発

見している。

〔文献〕C．G．Lloyd；1909，Phalloid：Yoshio

Kobayasi；1938，NovaFloraJaponica，Hymen0－

gastrineaeetPhallineae：川村清一；1954，原色日

本菌類図鑑第6巻：W．C．Coker＆J．N．Couch；

1928，TheGasteromycetesoftheEasternUnited

States and Canada：Helen V．Smith　＆A．H．

Smith；1973，TheNon－GrilledFleshyFungl

ハラタケ（月g∂〟C〟ざC∂mpegr〟sl∴斤．）の栽培

奥　沢　康　正

ハラタケは田中延次郎氏が和名をつけている料

理茸（リョウリタケ）の方言をもち，特に西洋で

は非常にすぐれた食用菌であることから洋菌（ヨ

ウキン），西洋キノコ，西洋マツタケ，セイヨウ

ナバ等と言われています。欧米では古くから栽培

されていたことからツクリタケ，トキナシダケの

名がついたのでしょう。外国の俗名をそのままと

って，マッシュルーム，シャンピニオン，シャン

どこアンは誰もが知っているなじみ深い外来語で

す。畑の肥料にまかれた馬糞から自然発生してい

ることからハタケキノコ，ムギカラタケ（千葉県），

ウマノクソキノコ，マノクソキノコ，パフンタケ，

マグソタグの名を持っています。

私は5月頃美山町弓削の畑に大発生したのを見

－　4　一



ています。その他成菌の傘のウラの色調からクロ

スケ，クロツユ（いづれも秋田）等23の多くの方

言，別名，一名を持っている温故知新のキノコで

す。

このハラタケの歴史を調べているうちに明治10

年7月15日に発刊された「農業雑誌」第37号に，

「キノコ培養新説」なる論文が載せられています。

今回はこの文章を口語訳にして，すでに134年前

にマッシュルームの栽培が有用で，農業振興策と

して広められた史実を見ます。

「キノコ培養新説」

『キノコは一種の植物ですが，実を結ぶことも

なく，又，種（たわ）もないものなので，いかに

してその種の物を伝えていくかは，目下アメリカ

の博学者といえども明らかにはしていません。し

かし近頃これを培養することを発明して以来，こ

の業種に従事する人々は益々多くなり，今は農家

の人々にとって有益な産業になっているとのこと

です。

これを培養する方法は，簡単にできるもので，

又，どんな種類のキノコでもうまくできるのです。

しかし，同じ手数を費やして，同じキノコを培養

するには，かなり決まった種類のキノコになって

きます。そこでその種類の最もいいものは，シャ

ンピニオンというものであって，これを第一とし

ます。

そもそもこの種類が栽培しやすい理由は，その

風味が良いからです。又，実は松茸やシメジ，椎

茸などと比べても非常に良く，今はようやくこれ

を培養する手順を伝え，培養する時期がきている

と思われます。幸いにして私はこの頃，このシャ

ンピニオンの種を若干得たので，これを実地に試

験して，その成果の如何を見ようと欲しました。

さらにかくの如き業種を着手することこそ実社会

の利益を起こし，農業を改新する一端になると考

え，私は今ここに西洋農家のこれを培養している

方法を述べて，いささかなりとも諸君に一読を供

し，併せて諸君も早くこの様な有益な実験をされ

ることを希望するところであります。前述したよ

うに元々キノコは種がないものなので，これを培

養するためには，かつてキノコが発生した場所に

白くもやもやとして，あたかも髪のような物を含

んだ所の土を採ってきて，そこに種を着けること

であります。以下，種土と記するのは，皆この土

を言っています。このように種土を数年経た後に，

キノコがよく発生するということは，有名なるヘ

ンデルソン氏がすでに述べていることであります。

キノコ栽培方法は，近頃益々多くなり，栽培家

はかえって迷うことになっていますが，私は今ま

で西洋において数回の経験をし，間違いなく良い

成果を得た方法を述べてみます。

マッシュルームを多量に栽培するには，一個の

小屋を必要としますが，もし，少しばかりを栽培

するには，雨の害がない温室又は，厩，植木小屋

の影などの所の日光の余りあたらない場所で，常

に華氏40度より60度（約40C～160C）くらいま

での温度の所がよいのです。

また種を着ける気候は，天気が良くなく，常に

湿りがちであれば，いつでも良く発生するもので

す。又色々なキノコも，自然に発生しているのは，

必ず梅雨や秋の時候で，特に霧雨の甚だしいとき

に発生します。フランスでは毎年およそ9月より

栽培に着手すると規定しています。又ヘンデルソ

ンの説によれば，培養するには毎年12月の上旬よ

り着手するのがよく，次の年の2月上旬の頃にな

ると，新たな香りの良いマッシュルームを食べら

れ，さらにこれを市に持っていけば人は特に珍重

し，実に栽培のために非常に多くの富を得るもの

であります。

これを栽培する土はその土と馬糞と，各々同じ

割合で混合した義士を必要とします。そして又多

－　5　－
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量の馬糞を得るのが非常によいのですが，一度に

得難い場合には，徐々にこれを混合した後用いる

のがよいのです。マッシュルームを生かすために

は，この土の温度を高めないように，毎日一度ず

つ，土を泡立てずかき混ぜることが必要です。又，

牧場あるいはかつて肥料を積み置いた場所の土は

決して用いてはなりません。これらは皆，マグソ

タケ（食べられないキノコ）の種を含む恐れがあ

ります。

このような堆肥ができあがったとき，これを利

用して，およそ4～5尺の幅を作ります。（多く

栽培したい場合は，手狭なる場所でもよく発生さ

せるために，幅4尺，厚さ8寸の大きな蚕棚のよ

うな幾重にも重なった棚を作ります。）これに前

の肥土，つまり馬糞を混合した土を入れ，木ざれ

で5～6回硬く押し付け，ちょうど6寸5分の厚

さとします。この厚さを越えると，そのために地

中の熱が発生し，又薄いときは返ってマッシュ

ルームを生長させることが難しくなるために，温

度を誤らないように注意すべきであります。

このようにして，中央と思われる所へ寒暖計を

埋めた後，一旦は華氏100度（約380C）以上に上

昇し，その後華氏90度～95度（約320C～350C）

くらいに下がれば，この時はそのとがった木ざれ

で一尺毎に床に半分の深さまで穴を開けて，その

中へ卵の大きさになった種土を入れて，上を土で

覆って正面を硬く押し付けておく必要がありま

す。その後，十日あまりして種がようやく床一面

に蔓延した時に，その上へ新しい黒い土を一様に

散布しておきます。これで培養の準備は全て説明

しました。この後は，ただ寒さや暑さの甚だしい

温度にならないように注意することだけで，これ

を栽培する温度は平均華氏40度より華氏60度（約

40C～160C）まででありますが，特に華氏60度（約

160C）を最も適温とします。又，華氏40度以下

になるときは，床土が余り冷たくなるために，マ

ッシュルームの生長がはなはだ遅くなり，ついに

はその採集時期に遅れ，儲けを失うことがありま

す。』

と書かれてあります。これは現在のマッシュルー

ムの作り方にやや似ていますが，日本では大正11

年，京都（京都府紀伊郡堀内村）で初めて森本彦

三郎氏が，このマッシュルームの人工栽培の生産

に成功したことで有名です。それにしても明治10

年に西洋から植物学が流入し，昔からの本草学か

ら大きく脱却し始める時代でしたが，キノコ学に

ついてはまだまだ情報の少なかった時代に，早く

もマッシュルームの栽培に目を向けていた記事が

あったとは驚きです。マッシュルームの栽培は，

実にこの情報から44年後に，やっと日本に日の目

を見たことになります。最近では，白いマッシュ

ルームの他に，茶色い色をしたマッシュルームが

市場で売られているのも，同じように人工栽培さ

れていますが，やはりおいしいマッシュルームを

発生させるにはどうしても馬糞が必要と聞いてい

ます。本当なのでしょうか。

（連絡先：〒615－8085京都市西京区桂千代原町

72－13奥沢眼科医院　075－391－7721）

第10回きのこ展開く
ようこそ「きのこの世界」へ

京都植物園において，2000年10月13日（金）～15

日（日）までの3日間，恒例のきのこ展が開催さ

れました。毎年きのこ展を開くようになってから

4年目，10回目のきのこ展でした。今年もテーマ

は「きのことあそばう」でした。

3日間を通じて見学者は約4．500名にのぼり，

多くの人々にきのこへの関心を広めたきのこ展で

した。

今回のメインの展示は冬虫夏草で，冬虫夏草の

6

ジオラマ，パネルで

「冬虫夏草とは」，

「冬虫夏草の生活史

と利用」の展示およ

び冬虫夏草標本の展

示コーナーが設けら

れました。そして，

植物園教室で行われ

た講演は杉山信夫氏



野生きのこの展示に見入る見学者

冬虫夏草の展示

関西の毒きのこの展示

による「冬虫夏草のふしぎ」で，参加希望者が殺

到する盛況でした。

恒例の展示となっている「関西の毒きのこ」で

は，今年はじめてカエソタケ（わdo脚0動作αCOr柁〟一

血∽αβ）が登場しました。尿が出なくなる，血圧

低下，意識障害，ショック状態，脳障害，腎不全

などの中毒で，食後3日後に亡くなった新潟県の

男性の例が紹介され，中毒のむごさに驚きの声が

上がっていました。

昨年好評であった「きのこにふれる」コーナー

きのこにふれるコーナーに来た子供たち

販売コーナーの会員たち

顕微鏡の前の同定係

は今年も大盛況で，大人も子供もきのこの絵を書

いたり，印を作ったりと和気あいあいと楽しむ姿

が見られました。

談話会の行うきのこ展の最大の特徴は生の野生

きのこの展示にあります。多くの会員がきのこ展

の日程を通じてきのこを採集し，展示会場に運び

ました。そのきのこの数は名前のわかったものだ

けでも236種にのぼりました。会場の裏舞台では，

運ばれるきのこの山に悪戦苦闘する同定係の姿が

見られました。

－　7　－



以上のほか，グッズやTシャツ，手ぬぐい，書

籍の販売コーナー，受付けやきのこの相談コー

ナー，写真作品展示コーナー等がありました。今

年のTシャツは，会員の渡部健さんがデザインし

たデストロイングェンジェルの図柄のもの，上田

俊穂さんデザインの日本手ぬぐいとともに好評の

売れ行きでした。協力委員としてそれぞれの担当

を受け持っていただいた方は50名以上にのぼりま

した。このようにたくさんの会員によって成功さ

せたきのこ展を，新しい世紀にも引続ぎ，発展さ

せて行きたいと思います。　　（文責，佐々木）

胞子紋カードを作ろう

皆さんは胞子紋を採って見たことがあるでしょ

うか？

キノコの図鑑を見ていると胞子紋の採り万が書か

れているものがあるので，やってみたことのある

方も多いでしょう。

胞子紋を採るには，新鮮なキノコを用意し，柄

を切り，傘の部分だけを紙の上に載せて，無風状

態を作るためにお椀などを被せて，数時間放置し

ます。飛び出した胞子が紙の上に堆積して模様が

できます。これが胞子紋です。少々時間がかかる

ので面倒ですが，放射状の美しい模様ができてい

ると嬉しいものです。種類によって色合いが異な

り，分類の手がかりになります。

私もキノコを見始めた当時にいくつかの種類で

試して楽しんだことがあったのですが，キノコを

見慣れてきた頃から，わざわざ胞子紋を作って見

ることをしなくなっていました。

この秋，キノコに関しての勉強会と観察会の依

頼があり，キノコの見分け方の基本について教材

を作ることになりました。胞子紋の色が分類の基

本にあることを再認識したので，これを何とか教

材にしようと考えました。

いざ胞子紋の教材を作るとしても，そう都合良

くいろいろなキノコの胞子紋が揃うわけではあり

ません。少しずつ作り溜めていかないとだめです。

できるだけいろいろな色合いの胞子紋を揃えたか

ったので，白色，黒色，焦げ茶色，さび茶色，黄

土色，ピンク色，緑灰色など特徴のあるものを一

通り揃えようと努力しました。自分で採集したも

のやキノコの採集会に出席して採集品を分けても

丸　山　健一郎

らったりしてキノコを集め，胞子紋を作りました。

今回試した方法は，家庭用のラミネート加工装

置を利用して，胞子紋を採った紙をカード化する

ものです。ホームセンターなどで最近よく売られ

ているこの装置は，ハガキ大の加工ができるもの

が数千円までの予算で購入できます。また加工用

のフィルムも1枚15円程度と比較的安価です。も

ちろん胞子紋カードを作るだけのために購入する

のはもったいないので，他でも活用を考えて購入

下さい。

胞子紋を採る紙はケント紙を用いました。キノ

コは成熟した状態のものを選び，柄を切り取りま

す。大きめの密閉できるタッパ容器（100円ショ

ップで売っている）にケント紙を並べ，キノコの

傘を並べます。傘が乾燥気味なら霧吹きなどで少

し加湿してからフタをし，数時間から一晩放置し

てやります。うまくいけば，一度に数種類の胞子

紋が得られます。こうして得られた胞子紋の付い

た紙をよく乾燥させます（乾燥が不十分だとカビ

が生えてしまいます。ドライヤーで裏からあぶる

のも一手です）。これをラミネートフィルムに挟

んで，加工装置に通すと完成です。

胞子の堆積が多すぎると，紙との接着が弱くな

りフィルムが浮いてきますが，それ以外は特に問

題はないようです。ラミネート加工時に相当加熱

されますが，変色した胞子紋はありませんでした。

普通に保存してどのくらい退色せずに持つのかが

不明ですが，数年くらいは持つのではないかと思

っています。

紙の空いた部分に和名と学名，日時と場所を記
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録しておけば，採集記録にもなります。ハガキ大

で大きさを統一しておくほうが，整理には良いで

しょう。

この胞子紋カード，観察会で皆さんに説明する

際に提示して用いました。ラミネート加工してあ

く用意するもの＞

ロ　キノコ（胞子の成熟したもの）

ロ　ケント紙（ハガキ大に切る）

ロ　密閉できるクッパ容器，またはお椀

るので，そのまま回覧していただけました。実物

の胞子紋を比較して色の違いを見ていただけるの

で，教育効果はあったように思っています。

この胞子紋カードを皆さんも作ってみません

か？

ロ　ラミネート加工装置

［コ　ラミネート用フィルム

ロ　筆記具

乾燥させて

種名や採集データを記入し、

ラミネート用フイルムにはさんで

ラミネ一夕ーヘ通すと出来上がり

＜参考文献＞

・「検索入門　きのこ図鑑」本郷次雄，上田俊穂，

伊沢正名．保育社．
・「自然観察と生態シリーズ6　きのこ・こけ・

しだ」井上浩，横山和正．小学館．

・「きのこ実験マニュアル」善如寺厚，渡辺直明．

講談社サイエソティフィク．

（自宅：〒639－0252奈良県香芝市穴虫1204－3

07457－6－1966）

第7回きのこ展－きのことあそばうー

1997年10月17－19日の3日間，京都府立植物園　　列をなして展示を見ていただいた。

で開催した。当会会員49名（延人数118名）が設　　　展示では，野生きのこ227種が集列，中でも栃

営・展示・会場説明・相談・撤収などを手伝って　　木県，大山，芦生から送られた「ツキシタケの発

盛況裡に終了した。入場者は3，908名で，遠く青　　光」コーナーは観衆が暗夜で発光するきのこに驚

森・大分・愛媛・石川から来られた方もあり連日　　嘆の声が上がった。今年はじめて設営した「顕徴
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鏡」コーナーは，興味深くミクロの世界をのぞき

込む人で列ができた。毒きのこ電気パネルも改良

され，人工栽培によって食膳をにぎわすきのこ展

示，きのこグッズ，またきのこ染めに見入る人々

も多かった。また同時に行われた「きのこ染め」

講習会も満席で整理券を出した。　（吉見記）

第6回きのこ展　キノコ出品目録

Ag祝rfc〟ざαあれゆチダムα路〟ざ　　　　ウスキモリノカサ

A邸γわC〟　αγ和β花油　　　　　　シロオオハラタケ

A卯γわ〝5鋸坤0γ〝5Var．αJ∂グあぶ　　　　ツクリタケ

Ag提γわ〟55〝γ㍑fkCe乃S

A卯砂みβαJf乃dmCgα

Ag川q・毎PJ扉南

AJみαわでJJ〟50〝グ乃〝ぶ

A加わでJJ〟5グα5〟血g

AJp〝タイ〝“fJVJJ／／〝

A椚α乃グねαみγあゆね

ザラエノハラタケ

ヤナギマツタケ

ッチナメ　コ

ニンギョウタケモドキ

ヌメリアイタケ

ヒイロチャワンタケ

タマシロオニタケ

A∽α乃グねCダブγグ乃αVar．C才かグ乃α　コタマゴテングタケ

A〝！α加わが函乃αねvar．明が那加　　　　ツルタケ

A川のJfね～・わgわ〟｝（）gd（－∫

Aクのα乃よお〝わ℃ざα

Ar〃J′JkJイ（イわ研ぐJJr，〝

Aγ∽fJkγggJb05吻′α

Agg7℃gαクⅥCゐ〝0才（おα

Ag吉和β〝5わg和明gfγgc〝ぶ

A〝γgc〝わγぬ♪0如わCゐα

A肝ねm如才〃〃川短打Jl一

月αβ0申0和〝ぴ0gα相

月由）OJ・ぐ地r〟rわJ〝

月の雨〝〆J川南〝

β0ぬねsp．

C（7わざわ∽α励0乃わ〟∽

シ′ロオニタケ

ドクツルタケ

ナラタケ

オニナラタケ

イカタケ

ッチグリ

アラゲキクラゲ

マツカサタケ

ニセマツカサシメジ

ビョウタケ

シバフダンゴタケ

シバフダンゴタケの一種

クチベニタケ

C〝J川J・由り・〝抽擁）川Jね

Cα〝α如Cγα刀的γ柁ね

C（7〃抽〝JT肋／∫JJJJ（｝Or（川J〃∫

Cα乃娩αγgJ〟SSp．

cc（乃娩αreJ〝gCわ7gで〟S

CわγPC路0γααβγ〟節伽5α

CγPOgOクゆゐ〝5γ〝fg〝5

Cお〃わ0γ0乃αあげ血如

C血相Jわ7αα刑gfわ′gfわ70才あぶ

スミ　レホコリタケ

ノウタケ

トキイロラッパタケ

アンズタケの一種

アクイロウスタケ

ロクショウグサレキン

クギタケ

フサヒメホウキタケ

ムラサキホウキタケモドキ

C血相Jわ7αγ〟gひざα

C肋〝〟Jf乃呼5才5刑加わβα〝α

CJわわ　おαCγC和研β毎卵

カレユダタケモドキ

ベニナギナタタケ

ドクササコ

CJグわαみβカ雛形S

Co砂由d叩坤加わ

C岬曲れ吻㈹痴

Co物′みグαSp．

C（77わイr／〝rわ川の〃（〃〃（）〝

C（ゆr′JM∫〝J相川川ねメイJJ∫

Cqpわ乃伽gCO研αね‘S

C坤J・わJJJ∫77g／r〝r川∫

Co畑わγわざカ℃乃わざα

C（〃・わJJ′∫わ1－！壷

CorfoJ〝5あわ3〟J〝∫

CoγわJ〝ぶ〝β和才coわγ

Co〟わαγ〟Sおおγゐ

Coγfわ7αγオ〝5み0扁形〟5

CoJすわJ〝JイJJS♪JJJかJJ耶r川∫

Co捕乃αγオ〟SSp．

Coγ加αγ〝5ね乃〟砂eS

CoγJ乃αγα5びわbcg〝g

Cク′ゆ才あわ‘Sみαdわ穐）CCOS〝S

Cプ′砂娩血川血肋

CJWr肋fJJ′〃JJPの・P

Cl・〝〟Ⅲ∫∫′ぐ汀α圧一旧

q・rb〃叩Pり如川∫

上）αeあおαdgcゑわ2∫ダブ

かαβあお呼ぶね♪ゆゆγ柁α

βαβ（おお呼ぶぬめcoわγ

ヱ）αJdf乃グαCO乃Cg〝Jrf（Ⅵ

皿呵明坤棚日加抽流血

上）ゐCわめがβ〝05α

且的グ〝gわ嘲肋乃αね

且乃わわ∽αヴααd相加

E乃わわ∽α∫ね〝川砂0γ〝ぶ

ダゐ〟肋α　ゆαJGα

Fh7J川川〃〃〝之、PJJJ／㊥p∫

爪）JJ〟，りb〃粁J血J・わ′∫

凡俳軸細れ油壷血

GαJわあceわ鋸C（Z

Gr〃Odrr〃〝JJ汀／〟JJ〃J

G〝〃〃〟（リ・肌用叶血剃血棚

Ggα5才γ〝椚Jγ砂Jα

GW正用川．れ朋か■血わ〃〃

Gわぐ坤恒／／J川J封や南メイJ川J

G〃〃ゆ／J／d／JJ∫JT）∫川∫

G（川ゆ／Ⅲ∫♪J〟かJ用（、川∫

q′研乃坤fJ〝5αβ痴〝05〝5

Glリ…Mか／J′∫埴〃／Jイオ／〝ぐ

－10－

コカブイヌシメジ

モリノカレバタケ

ワサビカレバタケ

モリノカレノミタケ属

ニッケイタケ

ヒト　ヨタケ

ササク　レヒト　ヨタケ

キララタケ

クロハナビラタケ

ニクウスバタケ

アラゲカワラタケ

カワラタケ

アカップフウセンタケ

サザナミツパフウセン

カワムラフウセンタケ

フウセンタケ属

ニセアブラシメジ

ムラサキフウセンタケ

クリゲノチャヒラタケ

チャヒラタケ

ツネノチャガイゴケ

ハタケチャダイゴケ

ワヒダタケ

ホウロクタケ

ミイロアミタケ

チャカイガラタケ

チャコブタケ

キヌガサタケ

カニタケ

コフキサルノコシカケ

アカイボガサタケ

ミイノモミ　ウラモドキ

カンゾウタケ

エノキタケ

ツリガネタケ

ツガサルノ　コシカケ

オオゴムタケ

マンネンタケ

マゴジャクシ

エリマキツチグリ

シロツチガキ

キカイガラタケ

オウギタケ

オオムラサキアンズタケ

ミドリスギタケ

チャツムタケ



qγ0刑加　わわJα　　　　　ヒグマアミガサタヶ

月セみeわ∽αCγ〟ぶね肋‡拘γ∽gf．刑fcγり坤gr椚〝∽

コップオオワカフサタケ

月初加那α扇の粛∽　　　　　アシボソノポリリュウ

旅ルビJお肌αCク「坤〟SVar．刑αC71妙〟5

ナガエノチャワンタヶ

月抽必版sp．クロアシボソケノポリリュウタケ

月γfc〟列咋grわαCe〟研

月おγ0α5諺わ〝　乃5〟肋γね

坤d〃J川＝・坤の7d〟研

け抑1′（二lイドrJJ…川血

助卯　あおco刀グα

坤gハJ申，（JJJ／，dJ川′′J｝′′′イ削

けど川仰げJ／川Jノり川山′イJrJ

勧通夜〟5∽αγ∽0柁〟5

77（－Odf中州g用rfJ（）

劫0印加αSfgγP坤0和

劫0乃0ねJ∫才〟（わ〃gc血刀〟S

JJJO〃（）血HJJf如do′

ムαγおおゑα椚ねα5α〝β〝Sね

ムCゐ伽（わクワ乃α柁ざわ705〟例

月b即がα乃妙0刀Gα

∬JJP／川（リ℃〃叩（｝∫〃川加JJJ∫

エαC（道γわあfcoわγ

エαCねαγわ路〝e混作〟5

エαCねγf〝Sα坤gde〟∫

エαCねγ〟5C町50γγ如α5

エαCねγわJS卯CgJゐ

エαC加わ〟∫　αね〝血如

上αCわγ〟ぶおefcoわγ㍑ぶ

エαCねγ〝5　〟わ〟5

エαe壇）0γ〝5即の毎夕0γ〟5

⊥ぐ〃Jわ7（イJJ′SJ†J烏丸旧

エe乃チタ乃〝SdodgS

エg乃Zfわざお〟J調α

エ（－（）／血／／′加東v f．／／′か・／m

上砂わねSp．

上申なお乃〝血

上砂由ねSp．

上古乃dgrわあgcoJ〝∽〃αね

む′C聯わゆfde乃d用偶

力′Cqpg摘0乃刑OJね

む′C坤どれわ乃♪βγあわ仰

ヤマブシタケ

レン′ガタケ

カノ　シ′タ

ヒメダイダイタケ

アカヤマタケ

ヤマヒガサタケ

ヒメサクラシメジ′

ブナシメジ

カゴタケ

カブラアセタケ

オニカワウソタケ

カワウソタケ

セミノハリセンボン

ヤニタケ

シラタマタケ

センボンイチメガサ

オオキツネタケ

ケシロハツ

ウスキチチタケ

キチチタケ

アシボソチチタケ

ハッタケ

アカモミ　タケ

チョウジチチタケ

ヒラフスべ

イタチナミハタケ

シイタケ

カイガラタケ

ズキンタケ

ササクレキツネノカラカサ

ムラサキシメジ

ムラサキシメジの一種

カニノ　ツメ

マメホコリ

ホコリタケ属の一種

キツネノチャブクロ

力′呵吻血頼融助川Var・乃な柁SCg〝ぶ

クロホコリタケ

む′C呼β畑0〝如′γ的〃〝e タヌキノチャブクロ

む′C坤β畑0乃頭αdgce〟研

匂ゆ妙眈椚血那お

力′嗜め′〃α桝．極刑0g〟偶

力′卸わ′肋椚ざあわ乃¢才

力′嗜め′地肌砂丘0車0γ〟研

ルねcrP拗ねねsp．

〃加服戒めsp．

舶砲邪卵油れ如柳壷耶

ルね血刀OJe〝Cα研β肋Je〝αZ

Aわγ〝Jf〟5才柁∽β〃0g〟5

物cg乃αSp．

八など∽αわわ∽αノおCグC〟わ柁

肋（りJJ〝わわ〃～〝57でみね′（リイオわ川J

Oな坤0γ〟gGαeS〟5

0複坤0γ㍑5妙γPわ〟C〟ぶ

α朋厄日血侮血

0〝（お肌α乃SfgJお肌〝Cf血

キホコリタケ

ハタケシ／メジ

シャカシメジ

ホンシメジ

カク　ミ　ノシ′メシ

カラカサタケ属

ホウライタケ属の一種

アカダマタケの一種

コザラミ　ノシメジ

シワタケ

サクラタケ属の一種

ニガクリタケ

クリタケ

アオゾメタケ

オシロイタケ

アズマタケ

ヌメリツバタケ

0〟de別α刀5才gJ肋〃g乃OSOお粥gJおお

ヌメリツバタケモドキ

撤77（イJJ′∫5ぐJdわ川∫

fbJ仇で∫CJ′応ブナ

セZねαeC鋸乃0頭0γα

タカαgOJゆあおα〝柁α

劫αJJ〟5才〝ゆ〟dfcα∫

P／汀JわJ〟ぶ．T（りⅥJJ′／r〝S

f協措措〝〝　ggJ〃〟S

f協招招乃55γ0　55〟S

Pゐg措〃〝gSp．

劫β〃0（わ刀のZger

P／わJわねJ〟∂rfcα

物地軸ぶた乃才あわ乃S

均坤如倣沌励血闇

蝕oJffゐ〟g ff乃Cわγブ〟∫

PJ用J町l・み（）肋♪0〃■如タは

PJpJ〃血′ぶ♪J′J〃拍JJ“イJ′∫

月適05わ℃〝αCOγ循伽一血〝7αe

jわらや0柑ぶαJ〃紺肋γわ‘g

fわらや0γ〟5みαdgαg

fわらや0和ぎ∂γ〝刑α払

fわらや0m5才〝∂gmSJer

乃α物′柁Jわ∽乃ゐJJ血刀α

乃α物′柁J肋卯CgJね

凸〝頻りで肋か／〃／坤J・川ね

乃加わ′柁Jbsp．

魚〝軌げP他～，PJJJ〟〃〟

乃βαdocoJαgSCゐeJJg乃∂βクgZαβ
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ムキタケ

サケノミタケ

トゲミノチャワンタケ

コガネタケ

スッポンタケ

ダイダイタケ

ネンドタケ

カシサルノ　コシカケ

ネンドタケ属

クロハリ　タケ

チャナメツムタケ

キヒラタケ

カンパタケ

コツブタケ

スギヒラタケ

ウスヒラタケ

カェン／タケ

ハチノスタケ

アシグロタケ

オツネンタケモドキ

クマチョレイクケ

イタチタケ

ナヨタケ

ムササピタケ

ナヨタケ属

ムジナタケ

サン′コタケ



乃′C乃坤0γ〝ぶCOCCわ7g〝5

g〝わ和∽αSp．

点ozわざααゆβα如

月〟S∫〝血Gα∫お〝呼ぶ揖ね

ヒイロタケ

イッボンシメジ属の一種

ショウケンジ

カレバハツ

月〟∫5加わco〝ゆαC加

点〟5∫〟be〝紺才α7

斤JJ∫∫JJお肌〝J■南（）

5αγ0（わ乃α坤和α〟∫

Sα7℃0（わ乃わ犯みγgcα払S

J弘，℃Odo乃∫αZか℃ざ〟5

5r力た呼恒JJ〝川rO川JJMJJP

ScわγPdeγ椚αgeαざねγ

ScわγPd rr〝αγ紺e

軸〝〃MhJ■由！・P／Jr坤ぐ5

5ね柁呼∫たみ〟祓α乃〟∽

S加わ〟0叩〝gSp．

SわⅥみ／／J／JてrS Ohか川の）

助扉肋撒＝吻血㈲印南

Sか′坤αγααβγ痴乃05α

5才γ坤ゐαγぬγ柳50α乃乃〟おお

SJJ肋持　0再J〟ぶ

SJJf〃〟5g用JⅢ由抽∫

SJf〃〃J5g7YJイ〃ど′

アカカバイロタケ

ドクべニタケ

二オイコべニタケ

コウタケ

シシタケ

ケロウジ

スエヒロタケ

ッチグリニセショウロ

コニセショウロ

コゲェノへラタケ

ハナウロコタケ

オニイグチ属の一種

スギェダタケ

マツカサキノコモドキ

モエギタケ

サケツバタケ

ア　ミ　タケ

チチアワタケ

ハナニグチ

SJ′情持仏タイr　川∫

SJJ〃JJJぶんrJpJ′S

Tm∽βね5g的05α

Tm∽efe50γge乃お7才5

TJ‘川JP肋木）Jん汀ぐ〝

TrグCゐ（ゆ≠〝∽わ的γ∽g

rrfcゐ（ゆ′〝椚一極gCO〃わあα〟椚

TJイrカ0わ川〝mrm油川

rJすぐか）／（〃〃〝m俺油川J

二n′グCゐ0わ椚α∽αね加わゑe

n′gc加わ∽α♪0乃de和S〟研

TJ分力Oわ川〝♪oJイ川わざJ〃〃

Trfc加わ研αざ（ゆ0乃αCg〟∽

Trたわわ乃αねγれα刑

Trfcゐ0わプ弗αα5払わ

れ′グC加わ∽呼ぶわあcom

乃′毎fJ〟5Ⅲ∫ね乃βわゆ∫

ズgγ0〝ゆα桁αGα〝ゆα乃β肋

や血・南川〝g〃OJね

やbJ・由〆J・ね／mJ・ね

Ⅹl一泡タイ〝♪（中川（〃舛〝

めわγあお∂αCわ7α

シロヌリイグチ

ヌメリイグチ

オオチリメソタケ

クジラタケ

ハナビラニカワタケ

ハカワラタケ

ウス／ミシハイタケ

シ′モコシ′

オウシュウマツタケ

マツタケ

アメリカマツタケ

シモフリシメジ′

ミネシメジ

クマシ′メジ

カキシメジ

キサマツモドキ

ヌメリニガイグチ

ヒメカバイロタケ

ホソツクシタケ

フウノ　ミタケ

マメザヤタケ

ハマキタケ

街中でヤナギマックケを発見

関西菌類談話会に入会してから，街中であろう

が，山を通る時であろうが，何かめずらしいきの

こがはえていまいかと，興味をもって観察するよ

うになった。

平成9年秋，五条から四条迄の加茂川ぞいの，

花の回廊を歩いていると，柳の50年位たった古木

が植わっていた。

古木の枝が2つに別れている所に，生きたきの

こがぶらさがっている。

きのこがついている場所が高いので，表面は見

えないが，裏はシイタケの異のような横に線が整

って出来た模様になっていて，薄いクリーム色を

していた。

なんてきれいな芸術作品がぶらさがっている。

西　尾　公美子

感動でしばらく眺めていた。

あんなきのこ，見たことない。

初めてや，何という名前のきのこかな。

そや，会報を送って下さる，枚方市の下野さん

に電話して聞いてみようと思い，電話すると，ヤ

ナギマツタケという名前であることを教えてもら

った。

名前が分っただけで，感謝でああ良かった，あ

りがとうございますという気拝になる。

後日，あのヤナギマックケって，随分大きなき

のこだったが，あれ食べられるのだったのか，聞

くのをわすれた。

しもたぁ一。
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そして1年後の11月，近所の野菜をわけて下さ

る奥さんが，口元にえみを浮かべて，新聞紙にく

るんだ物を大事そうにかかえて我が家に持って来

た。

「これ，私所の畑の近くに，大きな柳がある所に

はえていたの，ヤナギマツタケというのよ。」

「私もこれ初めてで知らなかったのだけど，隣の

畑のおじさんが，食べられるというので，家で食

べたらおいしかったので，もう試食ずみなので大

丈夫よ。」

「奥さん食べて。」ともって来て下さった。

見ると，丁度育ちもよく，食べ頃の傘はうっす

らとしたねずみ色のヤナギマツタケ。

形もとてもよく，ぱちりと元気よく傘をはった，

品評会にでも出せるような，立派なきのこを持っ

て来て下さった。

十一時頃だったので，

「昼に食べや，みそ汁に入れて食べたらおいしか

ったよ。」と言って下さったので，新鮮なうちに

と思い，早速昼食にみそ汁に入れて食べると，こ

しっとしていてシイタケよりは淡白な味でおいし

かった。

手にかかえる位，沢山持って来て下さったので，

昼，夜の二回，たっぷり満足するだけ頂いた。

きのこの名前を聞く縁が出来た事で，我が家に，

本物のきのこが舞い込んで来たのです。

今年の1月27日，今度は花の回廊を四条から五

条迄歩いていると，一年前に見た柳の木より小さ

な古木に，土から幹が出ている所で，

私がさわれる所に，手のひら位のヤナギマツタ

ケがはえていて，誰れかが端々を手でつみかいて

あり，一部ははぎ取られて横にそっとねかしてあ

る。

きのこなので，興味を示して手でもいで臭いを

かいだり，中はどうなっているのかと，縦にさい

て中を観察したのであろうが，食べられないと感

じ，一部をそのまま横たえて置いてあったのであ

ろう。

柳の木の上を見ると，一つはもう日が立って乾

燥したきのこが一つ。少し上には生きたきのこが

二枚，しっかりとついていた。

私はきのこを取る気にはならず，ただ，「よく

はえて来てくれてありがとう，仲間をふやして

ね。」とかすかな声で語って，柳の木を後にした。

京都市内の街中で，食べられるヤナギマツタケ

の発見のお知らせでした。

（自宅：〒611－0011宇治市五ケ庄北ノ庄22－18

0774－32－5173）

仲村真氏より関西菌類談話会に寄贈された雑誌類の目録

事務局　よ　り

1998年8月に本会会員の仲村真氏より下記の日本菌学会報，単行本，図鑑等が寄贈されました。会誌へ

の掲載が遅れましたが，寄贈されました書物の目録を挙げさせていただきます。

寄贈を受けた中に，日本菌学会報の創刊号から1993年まではば全巻，現在では滅多に手に入らない川

村清一氏の原色日本菌類図鑑全8巻，北アメリカのイグチ類の図鑑などの外国の図鑑，およびきのこの

栽培に関する本等，貴重な資料が多く含まれています。

これらの書物は現在，関西菌類談話会の事務局に保存しておりますので，必要な方は事務局まで連絡

下さい。お貸し致します。

最後に，長年集められました会報，図鑑等を本会に寄贈いただきました仲村真氏にお礼を申し上げま

す。有り難うございました。

1．雑誌

日本菌学会報1巻：1～10・1956～1959・

日本菌学会報2巻：1～10．1959～1961・

日本菌学会報3巻：1～6．1962．

日本菌学会報4巻：1～6．1963，1964．

日本菌学会報5巻：1～3．1964～1965．
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日本歯学会報6巻：1～3．1965．Aug．20～

1965．Dec．31．

日本菌学会報7巻：1～2，3．創立十周年記念

号1966．May．1～1966．Dec．1．

日本菌学会報8巻：

日本菌学会報9巻：

日本菌学会報10巻：

日本菌学会報11巻：

日本菌学会報12巻：

日本菌学会報13巻：

日本菌学会報14巻：

日本菌学会報15巻：

日本菌学会報16巻：

日本菌学会報17巻：

1～2．1967．

1～3．1968．

1′）3．1969．

1～4．1970．

1へノ4．1971．

1～4．1972．

1／－4．1973．

1′）4．1974．

1へ／4．1975．

1～3，4．創立二十周年記

念号1976．

日本菌学会報18巻：1～4．

日本菌学会報19巻：1～4．

日本菌学会報20巻：1～4．

日本菌学会報21巻：1～4．

日本菌学会報22巻：1～4．

巻の総目次

日本菌学会報23巻：1～4．

日本菌学会報24巻：1～4．

日本菌学会報25巻：1～4．

日本菌学会報26巻：1～4．

日本菌学会ニュースを含む

日本菌学会報27巻：

ユースを含む

日本菌学会報28巻：

ユースを含む

日本菌学会報29巻：

ユースを含む

日本菌学会報30巻：

ユースを含む

日本菌学会報31巻：

ユースを含む

日本菌学会報32巻：

ユースを含む

日本菌学会報33巻：

ユースを含む

日本菌学会報34巻：

ユースを含む

1977．

1978．

1979．

（No．2なし）1980．

1981．初版から第17

1982．

1983．

1984．

（No．2なし）1985．

1′一）4．1986．

1／－4．1987．

1′）4．1988．

1～4．1989．

1～4．1990．

1～4．1991．

1′）4．1992．

1～4．1993．

日本菌学会二

日本菌学会二

日本菌学会二

日本菌学会二

日本菌学会二

日本菌学会二

日本菌学会二

日本菌学会ニ

2．図鑑等

The EncyclopediaofMushrooms．ColinDickin－

SOn andJohn Lucas．Orbis Publishing Ltd，

London．1979．

Mushrooms＆ToadstooIs．Acolourfiledguide．

U．Nonis・David＆Charles Newton Abbot，

London．1981．

The Audubon Society Field Guide to North

AmericanMushroom．ChanticleerPress．Gary

H．LincoEAlfredA．Knopf，NewYork．1981．

HundbochftirPilzfrendeIV．Michael・Hennlg・

Kreisel．VEBGustarFisherVerlagJena．1981．

CommonBritishFungi．EIsieM．Wakefieldand

R．W．G．Dennis．SaigaPubl．Co．Ltd．1981．

A Field Guide to Mushrooms and These

Relatives．Booth Courtenary，Harold H．

Burdsall．VNR．1982．

Mushrooms and Fungi（allcolour book）．Moira

Sarovinus．OctopusBooks．1973．

TheBoletiofNortheasternNorthAmerica．W．H．

SnellandEstherA．Dick．J．Cramer．1970．

原色日本菌類図鑑．　川村清一著　全8巻

茸類の研究．　応用菌華学研究会　有明書房

菌類研究法．　青島　椿　三浦　著　共立出版

きのこ年鑑．1992年版　農村文化社

きのこの基礎科学と最近技術．　農村文化社

最新応用菌華学．　広江勇著　有明書房

中国の薬用菌類．　劉波著　自然社刊

改訂増補　日本菌類目録．　白井光太郎著　有明

書房

キノコ事典．　中村克哉編集　朝倉書店

キノコ栽培．　大森清孝／庄司　当　共編　農村

漁村文化社

ヒラタケ／ナメコ／ェノキタケ／人工栽培．　久

宗社著　富民協会出版部

山菜キノコハンドブック．　脇田正二他著　主婦

の友社

きのこ狩りを楽しむ本．　城川四郎著　学研
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1998年度　活動の記録

第357回例会　橿原神宮菌類観察会

日　時：1998年7月5日（日）晴

53名参加

場　所：奈良県橿原市橿原神官境内

（シイ・カシ林）

今年の梅雨の前半は比較的雨量が多く，豊作が

予想されたが，6月下旬から7月初旬にかけての

観察会直前の雨量が，平年の10パーセント以下と

非常に少なく，思ったほどきのこが採集できなか

った。とくに林床が濡れるほどの激しい雨がなか

ったことが大きく影響した。

とはいっても，53名のあたま数のお陰で採集品

のうち104種が同定でき，そのうち今回新たに観

察されたのは24種であった。

観察品リスト

1f）Je〟クが〟ざ05才作αJ〟ざ　　　　　　　　　　ヒラタケ

2エビ如才乃〟SJゆgde〝ぶ　　　　　　　　マツオウジ

3エαCGαγα〃乃αCg0α〃eお〝gα　カレバキツネタケ

4C加叩加sp．　　　　　　　　カヤタケ属

50〝dg椚α〝SfgJb用df∽ね　　　　　　　ツユタケ

6qゆ加納川∽α砂川勿　　　　　　ダイダイガサ

7A∽α加わカγわ705α　　ヒメコナカブリツルタケ

8A研α乃ね　α乃娩βγわα　　　　　　　テングタケ

9A∽α乃グねがαgf刀αねvar．如助血鹿　オオツルタケ

104∽α加わ〃α衰乃αねvar．一伽加カバイロツルタケ

11Amanitahemib（ゆhasubsp．similis

チャタマゴタケ

12A∽α〝加わ〝g如γおおタマゴテングタケモドキ

13A肌α乃如坤相加　　　　　　ツルタケダマシ

14A珊㈲扉ねC摘め∽Var．CgJrg乃α

コタマゴテングタケ

15A桝α乃言わかβ〝如0ゆわ′γわコテソグタケモドキ

16A〝α〝ね〃0わαね

17A椚α加わγ〝∂ggCg〝5

18A〝ヱα乃グお頭なぶαCgα

19A研α乃言わe∬βねα

204卿戒那Sp．

21乃α拘りで〃α∽αああJJα〝α

22乃α≠わ′柁肋sp．

23A卯りみβαJわ7dmCgα

フクロツルタケ

ガンタケ

ヘビキノコモドキ

キリ　ンタケ

ハラタケ属

イタチタケ

イタチタケ近縁種

ヤナギマツタケ

24劫0り鮎α5ねrP頭0和

25q′椚乃呼グJ〟ざ坤gCわあfJね

26g乃わわ椚αSp．

275■γ0あわわ〝　ccSCCO　匂∫〟5

285■ゎⅥ∂グわクり′CggSg∽グ乃〟血5

29月0おおJJα5g椚Ode乃ざ由

30f）わ′恥夕0用SみeJJ〟5

31盈和α）∽〝∫ざ〟みね∽e乃わざ〟5

32兼和の∽α∫Sp．

33月0わJα∫クでffc〟肋オ〟5

カブラアセタケ

オオワライタケ

イッボンシメジ属

オニイグチモドキ

コオニイグチ

キクバナイグチ

キヒダタケ

アワタケ

アワタケ属

ヤマドリタケモドキ

34風通知日加血肌的那那　ムラサキヤマドリタケ

35月0わね‘50γ乃α壇）β5

36且油血り触鹿川那

37月0わ〟ざ♪5g〟ゐGαわ〝5

38励融町如加血払お

39月0おれば〟∽∂γわ7砂0mg

407殉〆〆J　乃妙嗜めゆゆγ柁〝5

417ケわかJ〟ぶ〃オ〝050占用乃乃β〝5

42乃吻繭可初昭血邪

43乃′わ〆J〟5ノお肌05勿β5

44エecc乃〟〝Zg∬わで〝わγわ〝おお

45月〟gS〟お力ゆ0乃グ∽

46月α∫ぶ〟わ乃ZgrGα乃5

47月〝55〝わde乃S的Jぬ

48月〝55〟わco〝ゆαCね

49月α∫ぶ〝わノbgお乃5

50月〟5g〟おお〟和Cg7℃5才

51月α5g加わ如Cf乃αねんね5

52月αgg加わ507℃γぬ

53月〝55〟おりα伽αα乃娩α

54月〟∫ぶ〟肋〃g∫α7

55月〟55〟わ〝lαγfαe

56月〝5g加わα∽Oe乃α

キアミアシイグチ

コウジ／タケ

ニセアシベニイグチ

イロガワリ

コゲチャイロガワリ

クロニガイグチ

ブドウニガイグチ

チャニガイグチ

アイゾメクロイグチ

アカヤマドリ

シロハツモドキ

ク　ロハッ

クロハツモドキ

アカカノミイロタケ

クサハッ

クサハツモドキ

クシノハタケモドキ

キチャハツ

カワリハッ

チギレハッタケ

ニオイ　コべニタケ

ムラサキカスリタケ

57月〟∫5〟肋〃わ′fdf－γ〟みァpJわ〝みαね

58月〟55〟おα路00γ柁0あわ

59月〝55〟bcαS血刀（ゆ5才dね

60月〝55〟わJgわcgα

61エαCねγ才〝SSp．

62Cα〝才力α柁JJ〝gSp．

63C（乃娩αγgJ〝SSp．

64　5－お柁〟∽0gわでα

65劾わあoJ〟ぶ頭eCわあgJね
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フタイロべニタケ

ヒビワ　レシロハツ

カレバハツ

ウスムラサキハッ

チチタケ属

アンズタケ近縁種

アンズタケ属

チャウロコタケ

モミ　ジウロコタケ



66即α用55ねCγ毎，α

67　わ妙0γ〟5　〟毎γα5ねγ

68fわらや0柑5αJ〝β0おγグ〝5

69月毎0γ〟ざαγr加わγ㍑5

70jわら少0γ〟∫∂αdg〟5

71も妙0γ〝5〝αγ〟5

72ル行Cクてゆ0用55〝∂d癖乃ね

73乃γ0り′CggわGαγαα〟ざ

ハナビラタケ

タマチョレイタケ

ハチノスタケ

アミスギタケ

アシグロタケ

キアシグロタケ

ツヤウチワタケモドキ

アケボノオシロイタケ

740な坤0γ〝∫ゆrPわαC〟5

757視αgOJ〝ざ5Cゐ紺gf乃グねダブ

76　Co肋′fc由cf乃乃α∽0∽e

77Co紗グcgeJ肋♪〝5才Jわ

78q′Cわ〝ひCg∫わあαCf乃〝5

79ヱ）αβ血わαdgc烏わ75才グ

80　Tm研gわざ〝g和才coわγ

817ケfcあゆ払∽わ的γ研β

82蕗γど乃乃砂0γぬocγPわ〟Cα

83エ0紺申0γ〟ざ坤ゐ71坤0用5

84　G（川0くわγ∽αJ〝Cfd〟椚

オシロイタケ

カイメソタケ

ニッケイタケ

ヒメオツネンタケ

キヌハダタケ

ホウロクタケ

カワラタケ

ハカワラタケ

ウズラタケ

シイサルノコシカケ

マンネンタケ

85Gα乃Odeγ∽α頑やお花αf〟∽

コフキサルノコシカケ

867乃0乃0才〝5Sp．（0刀〝由〃α肋ね）　アズマタケ

87　視eJ肋〝gZg乃αγ〟5　　　　　　　キコブタケ

885cJg相加γ∽αSp．　ヒメカタショウロ近縁種

89f）ねoJgfゐ〝g fわ7Cわrf〟ざ

90C（ZJ〃α如Cれプ乃才的rmね

91匂cqpe畑0乃Sp．

92A〝γgc〟わγぬ♪0如γfcゐα

コツブタケ

ノウタケ

ホコリタケ属

アラゲキクラゲ

93上）わ¢αわ坤0γαγゆcoγ〝βα

ニセキンカクアカビョウタケ

94Tγgcゐ曙わ5g〟桝．舟γわ打方テングノシャモジタケ

95　秒わγα〆作Gαγα

96劾肋rfα♪0秒∽0ゆゐα

97劾おγわ如ゐ叩わ〃

98CoゆCゆ5g0∂oJ的和

99CoゆCゆざノbγ∽fcα柑∽

10077肋CゐJgd毎夕血刀な和

101ムαγαα妙わ0お

102勧0叩CeSSp．

フウノ　ミ　タケ

マメザヤタケ

カノ　ツノタケ

セミ　タケ

マルミ　ノアリタケ

オサムシ′タケ

クモタケ

タケリタケ

第358回例会　宇治大吉山観察会

日　時：1998年7月19日（日）晴

名簿記載者数44名（内非会員＝8名）

梅雨末期に適度の降雨もあり期待された観察会

であったが，今年は例年よりきのこの発生が早く

個体数に比べ種数は多くなかった。

米国のMissCothieAime（滋賀大横山研究室

に来日）の参加もあり，京都初産のキツネハツ（新

称）が採集されるなどそれぞれ思いの標本を手中

に宇治の半日を過ごした。

例年採集種を大阪市立自然史博物館へ寄託する

てはずは整理が追い付かないとの申し入れで今回

は中止。　　　　　　　　　　　　（杉山信夫）

観察品リスト

1エβ加わ7〝SJゆグ鹿〟ぶ　　　　　　　　マツオウジ

2Aγ∽gJ血γggJおお∂eSCe乃∫　　　　ナラタケモドキ

3エαCαZrわ〃わ7αCe0α〃eJb〝eα　カレバキツネタケ

4　0〟de∽α乃gggJ肋γαdgα7ね　　　　　　　　ツユタケ

5盈和〝ゆゐαJfαα〝ゆα乃gJ血　　ヒメカ／ミイロタケ

6qやわ吉和椚αα中和ね　　　　　　ダイダイガサ

7A椚α乃言わ〃αgg乃αねvar．岬が那加　　ツルタケ

8A〝α乃ねγ頑痺γγ鋸gわαβ

カ／ミイロコナテングタケ

9Amα〝如即C加噴γ用例ねf．∫〝みα乃乃〝おお

テングタケダマシ

10A椚α乃よねかe〟d坤0ゆわ′γグαコテングタケモドキ

11Aク乃α乃グ由一侮Jなわ7gα　　クロタマゴテングタケ

12A〝α乃ねC存γわαVar．都5gα

クロコタマゴテングタケ

13Aク粥α加わcffγわ7αVar．Cグ≠γグ乃α

14A〝7α乃オねがわ℃5α

154仙川薇日加加加

16Aク乃α乃グね〃Z曙Z乃紺グde5

17Aク刀α乃言わ♪βゆαぶね

18Aク邦α乃グねsp．

19Ag提γグC〟ぶSp．

20乃αJわ昭おGα〝ゐ措α乃α

21血叩加放物

22劫0秒∂　α5ねγα坤00α

23Coγfg乃αγオα5み0brぬ

24g乃わわ椚αあわ′埠那

25g乃わわ〝7αク乃αγγαダブ

26月7滋JJ〟5αわ℃わ研β乃わざ〝5

27助如JJ〝ぶC〟γ払滋

28物JJ坤0γ〟ぶ∂gJJ〟5

コタマゴテングタケ

ドクツルタケ

フクロツルタケ

シロオニタケ

オニテングタケ

テングタケ属の1種

ハラタケ属

イタチタケ

キイ　ロアセタケ

カブラアセタケ

アカップフウセンタケ

ミイノモミ　ウラモドキ

キイボガサタケ

ニワタケ

サケバタケ

キヒダタケ

29盈mCO椚〟S形Z卯椚αC〟わわ′ぶ　クロアザアワタケ

30劫J〃β和みoJef〟5α〝γ吏私刑研e〟S　ハナガサイグチ

31月0わ払∫0用α壇）gS　　　　　キアミアシイグチ

32月0わ〝Sかg〟ゐCα坤〟∫　　ニセアシべニイグチ
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33月0おればαβ掠S刑〟S　　　　　ダイダイイグチ

34乃旬溺描払肋祓　　　　　　キニガイグチ

35乃わ如才α∫∽5ね〝gfc¢5　　　ヌメリニガイグチ

36乃句舛お肌砲邪　　ホオペニシロアシイグチ

375■わ加わわ〝ぴCe∫5わ加わcg〟5　　　　オニイグチ

38劫戚ね賊抽勘触砲如耶

39A〝5わ加oJgねはgmdJね

40月0おおJ〟gg椚0血刀Sね

41月〝SS〟bgみαγ犯紺α柁0おお

42月0おおJ〝5g肋〟5

43旅加蘭牡頑刷加

44月〝55〟お顔0刀Gα

45月〝5∫〝わざ〟刀なrGα乃5

ヤシャイグチ

クリカワヤシャイグチ

キクバナイグチ

ッギハギハツ

アシナガイグチ

べニイグチ

シロハツモドキ

46月〝∫ぶ〝血血刀∫拘Jfα

47月〝5g〟肋eαγJgf

48月㍑55〟おりα〝ααα才娩α

49月〝ざぶ〟わ〃ggGα？

50月〟5∫〟わがどぶα7

51月〟55〝お粥αγわβ

52月〝55〟わノ肋〃グ血

53月ss〟bcαぶね乃呼ぶグゐ

54月α55〝肋がオγfdfr〟∂和才わ僻みαね

55月〝55〝わαれれゆゆゆγ柁α

56月〝5g〟わγOSαCeα

57エαCねγ〝∫拍どれα〟5

58エαCねrf〝SがOJe∽〟5

59エαCねγグ〟　CCO　ⅦgZS

60山蕗而町卿W繭

61エαC加わ〝55CγP鋸C〝わ〝5

62　Cα乃娩αγgJ〟SC沌αγ〝5

63Cα乃才力α柁JJ〝SSp．

64C（乃摘αγgJ〟SCわ乃ααγわ〝5

65C血相Jわ7坤通例かαみβα〝α

665■ぉクマ〝∽0∫わで∫

675■ね柁〟桝が〝∫（ゆα払∽

相　7裾煩血相仙憫血油症／〝

69fわらや0γ〟ざαルビObγグ〝5

70　も妙0γg肋5　αdあぶ

ニセクロハッ

クロハツモドキ

キツネハツ（新称）

カワリハッ

チギレハッタケ？

チギレハッタケ

ニオイコべニタケ

ウコソハツ

カレバハツ

フタイロべニタケ

ウスムラサキハツ

ヤプレベニタケ

ッチカプリ

チチタケ

チリ　メ　ン′チチタケ

クロチチダマシ

キカラハッタケ

アンズタケ

アンズタケの1種

べニウスタケ

ベ二ナギナタタケ

チャウロコタケ

チウロコタケ

ボタンイボタケ

ハチノスタケ

アシグロタケ

71〟fcプ頑）0γ〝55〝みd癖〝ね　ツヤウチワタケモドキ

72〟fcク1砂0mS．伽∂eJJ拘れ昭ね

73エαβ壇）0用∫〃β和才坤0用∫

74　CoJfわcgαCわ川α∽0〝7gα

75　T7Ⅵ∽efgS〃β和才coわγ

76TrグC九秒ね‘∽わ的γ∽g

77mⅦ乃CO坤0γαOCγひね〝Gα

78上）αg（おお坤5才5才γfcoわγ

ウチワタケ

ヒラフスべ

ニッケイタケ

カワラタケ

ハカワラタケ

ウズラタケ

チャカイガラタケ

79凡間物抑恒励血涙

80q′わ〝ひCe5カ‘SC〝5

810ク7わ〃αJおお

82ASわⅥe〟5勧卯椚β抄gcαS

835■CわγPdeγ∽αSp．

84励みのα5ぬ乃妙0乃Gα

85　T作例gJわた〟β〝5ゐ

86Aαγわ〟わγあ　ゆわ′わα

87上）αCり′〝ぴCeSSp．

88β軸0γ2わC存γ乃α

89CoゆC申∫椚fJfねγゐ

90fおgCわクぴCegカ如乃Gα

91Ab肌〝mgαα妙fco肋

92力′C聯お頭んお〝d用∽

ツガサルノ　コシカケ

ワヒダタケ

アズマタケ

ッチグリ

ニセショウロの1種

シラタマタケ

トレメラ・イズェンシス

アラゲキクラゲ

アカキクラゲ属の1種

ビョウタケ

サナギタケ

ハナサナギタケ

クモタケ

マメホコリ

第360回例会　宝塚（中山寺）自然休養林

観察会

日　時：1998年9月27日（日）曇後雨

32名参加

98年は年初めから例年より10日程季節が先行し

ている様子でしたが，梅雨明けは記録上最も遅れ

ました。京阪神地域の8月は連日猛暑に熱帯夜，

でも秋近しを感じる蝉の『ツクツクボウシ』の声

は例年より2週間も早く耳にしました。神戸近郊

の9月降雨量は平年の13％，雨を渇望していたら

台風8号と7号の来襲で雨に恵まれ，その後秋雨

前線の停滞で連日降ったり止んだり，然し気温が
一向に低下しない。8月下旬に多く発生していま

したが，例会当日は上記の如き状況でした，2年

続きの低調。人間が予め設定した都合のよい日に

自然は容易に応えてはくれない，年間を通じた継

続調査をしまして最適の観察時季のデータを得る

べきと痛感しています。

同定中に雨が降りだしたにも拘らず，ご参加の

皆様方熱心にご協力を頂き有難うございました。

（池田晴美）

観察品リスト

1エβ乃≠わ川∫J¢グ血〝5　　　　　　　　マツオウジ

2Aγク乃fJbγggJおお∂gSCg乃5　　　　ナラタケモドキ

3Co物′あわd町坤カブあ　　　　　そリノカレバタケ

4Co砂∂　♪♪γP乃αね　　　　　ワサビカレバクケ

5Colb｝biape7mata（yellowtype）

ワサビカレバタケ（黄色型）

6Co砂みねcoクが〟β乃5
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7〟加紺ぬ溺鮎川鹿頑那？

アシグロホウライタケ？

80〝dg∽α乃5才eJk♪批de乃5　　　ビロードツユタケ

9肋mS∽グ〝5♪〟わあerr砂どぶ　　　ハナオチバタケ

10Cγオ乃砂gJJゐsp．　　ニセホウライタケ近縁種

11月α紺車0クⅥ〝ひ0g〟和　　　ニセマツカサシメジ

12A〝！α乃グねα∂γ‡ゆね　　　　　タマシロオニタケ

13エβ〟CO聯γfc鮎川∂和Jf乃CねfS？アカキツネガサ？

14エg〟COC坤rf乃〝5カⅥggJなぶ如〝ぶキツネノハナガサ

15エβ〟COC坤γg〝〝SOね〝β乃壷？

マルミノヒガサタケ？

16A卯rfc〟Sp和gC肋柁聯α∽0g〟ざ

ナカグロモリノカサ

17上申わね一極gCgcゆ5

18CJg坤fJ〟5♪柑乃〝J〟∫

19月0おおJ〟ざγ〝55gJJ露

20月α5g〟おsp．

21助∽αγグ呼ぶねcmCgα

22月α∽αγ由sp．

235●fe柁〟∽g祝〟SとゆαJ〟∽

24めわあoJ〝ぶ坤gCね∂ブタね

25乃gJ¢ゐ0m∽〝J壇）α捕ね

26Cり少坤0γ〝ざ〃OJ〃αね（5

27即0ク　少。〟5わCね〝5

28乃′C刀坤0γ〝5COCCg〝g〟5

29　Tm∽gわざ〃g和才coわγ

30CoγわJα∫み相即ね

31エe乃Zgfeg∂gf〟J乃〟5

32Trfcゐ（ゆ≠〟∽わ的γ椚β

33　ケ〝乃CO坤0れαOCγひね〟Gα

34凡酢軸細れ油壷血

クロヒメカラカサタケ

ヒカゲウラべニタケ

セイタカイグチ

ベニタケ属

アカヒメホウキタケ

ホウキタケ属

チウロコタケ

モミジウロコタケ

キブリイボタケ

ヒトクチタケ

オオオシロイタケ

ヒイロタケ

カワラタケ

ニクウスバタケ

カイガラタケ

ハカワラタケ

ウズラタケ

ツガサルノ　コシカケ

35上物乃Cf〟肋γわざ≠γなり50ZO乃αね

36仇ゆ拗れ如肋血液

37Cαわざわ刑α頑0刀gc〟研

38α才が誠αcm加的γ∽ね

39Co摘わγグお力竹刀わざα

40Cあわ和C加γわαg柑gZ乃αSCg〝∫

ケシワウロコタケ

ツノマタタケ

クチベニタケ

ノウタケ

クロハナビラタケ

ロクショウグサレキンモドキ

41月中0γgkc妙乃α

42励才がgJ肋αCeわあ〟Jα〝ヱ

43上）αJdg乃ぬco乃Cg〝オγグαZ

ビョウタケ

ウラスジチャワンタケ

チャコブタケ

第362回例会　京都宝が池観察会

日　時：1998年10月17日（土）大雨

（台風10号接近）

10名参加

昨日からの激しい雨は朝になっても勢いが治ま

らず，宝が池の周辺でも土砂崩れが発生し，一部

の道路が通行禁止になるなど，危険な状況の中で

の観察会でしたが，きのこにとりつかれた？精鋭

が集い，短い採集時間ながら立派なタマシロオニ

タケや大量のカキシメジに食べ頃のシャカシメジ

が二株．／珍しいオオノウタケやケショウシロハツ

も採集でき，「真田十勇士」ならぬ『きのこ十勇

士』の執念が実り大満足の雨中採集会でした。

採集したきのこは，今年も16日から18日まで京

都府立植物園で開催している，「第8回きのこ展」

会場に持ち込み，67種が同定され即時展示されま

した。尚不明種は43種ありました。（佐野修治）

観察品リスト

1上砂あわαC〝わざす〟α∽05α　　　　　　　オニタケ

2ルねCγP¢わね　γOCeγα　　　　　　カラカサタケ

3A傲用地用か埠庖　　　　　タマシロオニタケ

4A椚α刀如♪α乃Jゐβγオ乃α　　　　　　　テングタケ

5A〝‡α乃才わかe〝d呼0ゆわ′γ由コテングタケモドキ

6A〝α乃ね知れα

7A肌α乃グね〝αgg乃αね

8A〝Zα乃如〝〃宮川紺揖どぶ

9A〟柁0∂oJgおば≠加わβね乃〝5

10月0あわ‘5柁ffc〟毎払5

11β0あわ‘5〟椚みrg乃如柑5

12励加那血加叫ぬ邪

13劫J〝g和み0おお5m〃g乃gJff

145〝gJJ〟ざ卵形〝あわび

155〝gJJ〟SJ〟Je〟5

16C噌γ乃〟gCO刑α〝5

17Corfわ2αγグ〝5み0〃わ川ざ

カバイロツルタケ

ツルタケ

シ′ロオニタケ

ヌメリ　コウジタケ

ヤマドリタケモドキ

コゲチャイロガワリ

ムラサキヤマドリタケ

キイロイグチ

チチアワタケ

ヌメリイグチ

ササク　レヒト　ヨタケ

サザナミ　ツパフウセンタケ

18Coγオ乃αγ〝∫かど〟doSαわγ　　　ヌメリササタケ

19　C（γ存刀αγ〝5gαわγ

ムラサキアブラシメジモドキ

20　Co〟オ乃αγ才〟ぶ〃わJαCgαS　　ムラサキフウセンタケ

21Coγfg乃αγグ〟∫ねの〟砂e5

22肋がJ㍑∫αわ℃わ椚g乃わざ〟∫

23月㍑払hHW紘滋

21PJ（）J〃T血∫♪JJ／川〃〃のすJJ∫

－18－

クリフウセンタケ

ニワタケ

サケバタケ

ウスヒラタケ



25月kわあ刑協〃伽∽和滋

26E乃わわ∽αヴ〝αd和才〝∫

27エαC加わ鋸ざα烏αゐαね〝

28エαCねγ〟gCO刀γP〃β門〟5

29エαC加わ〟∫ggγα　f露

30エαC加わ〝g　αね〝血鮎

31エαCわわ〟gS〝∂zo乃αrg〟5

32月〟gS〝肋α∽0g〝α

33月〝5g〟おりα〝肪αα乃娩α

34月〝55〟わdg〝∫拘J由

35月〟55〝肋Jfbcgα

36月〟∫ぶ〟お肌αγ由β

37月αgS〝わざの柳川βα

38JP〝∫ざ〟わざ0和γわ

39エαC加わ〟S曾〟fgf〟∫

40A以5才和みoJgJ〟ざカ‘ぶ毎）0γ〟ざ

41月霞別由比再壇細雨∽

425●加古〃0〝ぴCg55わ加グ肋cg〝5

43入物β∽αわわ椚α．舟scわ〟肋柁

44Co砂わ如rP乃αね

45Ggrm〝β椚α廓み〝わ

46エαccαγぬ鋸coわγ

キイボガサタケ

アカイボガサタケ

アカハツ

ケショウシロハッ

クロチチダマシ

ハッタケ

ニオイワチチタケ

ムラサキカスリタケ

カワリハッ

クロハツモドキ

ウスムラサキハツ

ニオイコべニタケ

チシオハツ

キチャハッ

チョウジチチタケ

ヤシャイグチ

べニイグチ

オニイグチ

ニガクリタケ

ワサビカレバタケ

ヒナノ　ヒガサ

オオキツネタケ

47エαCαZγグα〃グ乃αCe0α〃eJb乃eα

48上砂おお50祓わぬ

49わ′坤わ′〃〝桝．極刑05〟椚

50肋和∫∽グ㍑ざ♪〟Jc如〝砂β5

51物cg乃αゐαβ∽α坤0血

52　0〝dg椚α〃ggeJ肋7℃dgα7ね

53　7サブcJわわ椚α〟5おお

54励和〝ゆゐαJg乃ααナゆα乃eJわ

55物cg乃αSp．

56C肋がαγ才α♪〝ゆ〟柁α

575■ぉγど呼ぶゐ　〝γ由乃〝研

58エβ乃2才わざ∂gf〟Jわ2α

597ケfcゐ上砂ね∽αみggJわ川椚

60エ紺≠由加わrfcαf．

61CαJ〃αfわあ0乃わ2g乃ざね

62CαわαぬCれα児的円形ね

63カノC噌eク1わ乃クビγ肋ね椚

64乃極祓椚吻印加邪

カレバキツネタケ

コムラサキシメジ

シャカシメジ

ハナオチバタケ

チシオタケ

ツユタケ

カキシメジ

ヒメカバイロタケ

クヌギタケ属

ムラサキナギナタタケ

ハナウロコタケ

カイガラタケ

シハイタケ

ズキンタケ

オオノ　ウタケ

ノウタケ

ホコリタケ

モエギアミアシイグチ

65Laciariusbrunnescensad．int．モチゲチチタケ

665■C血相（お門服α〝gmCOg〝椚　　　ショウロダマシ

67力′C坤跳ね乃Sp．　　　　　　　ホコリタケ属
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関西菌類談話会会報投稿案内
1．投稿は原則として本会会員に限ります。
2．原稿の採否，掲載の順序は編集委員会の決定

にお香せ下さい。
3．編集委員会は，著者の原稿中の字句，表，図，

写真などのスタイルの統一や変更を求めるこ
とがあります。文章の用法上，あるいは，文

法上の誤り，その他の修正は編集委員会にお
委せください。

4．原稿には表題，著者名，本文の他に必要なら

引用文献（あるいは参考文献）をあげてくだ
さい。

5．別紙に著者名，連絡先，住所，電話番号を書
いて添付して下さい。

6．著者校正は初校だけとし，2日以内に原稿正

本とともに速達郵便で返送してください。
7．掲載された原稿はお返ししませんが，図・写

真に限り著者校正のときにお返しします。
8．写真製版料実費は著者の負担とします。
9．原稿は会報編集長宛にお送りください。

～皆様の投稿をお待ちしております～

◇　かびやきのこに関する記事，図，本誌に関するご意

見などをお寄せください。

◇　図は黒インクで，少し大きめ（刷り上がりの約1．5

倍）にお書きください。（ボールペンは不可です）

◇　原稿の分量は400字づめ原稿用紙4～5枚程度とし

ますが，1枚でも半分でも結構です。

◇　写真の掲載を希望される方は，編集委員長におたず

ねください。

◇　原稿宛て先

〒521－1222滋賀県神崎郡能登川町大字佐野336－16

関西菌類談話会会報編集委員長

佐々木久雄
TEL．0748－42－2975

編集委員：岩瀬　剛二，田中　千尋，桶屋　　誠，

松本　靖恵，森本　繁雄，佐野　修治，

丸山健一郎　　　　　　　　　（順不同）

表紙によせて　　　　　　　　　　　　　　　ウスキキヌガサタケかfcか嗜み0和わ2あざ由ね撤Cカ．fJ〟ねαゐ0ありα5才

あけましておめでとうございます。今年は世紀も新たまりました。これを機に会員の皆様も各々気分を新た
にしていらっしゃることと存じます。

さて表紙の写真に関して。1997年8月、環境庁より野生植物のレッドリスト1726種が発表され、広島の中国
新聞の一面に、サクラソウとウスキキヌガサタケの大きなカラー写真と共に記事が掲載された。反響は大きく、
広島県内の数カ所から、ウスキキヌガサタケを見たと情報が寄せられた。県内では比較的あちこちで発生して
いるらしい。写真のものは96年8月末、広島市近郊のスギ林で発見したもの。このスギ林はほとんど日光が入
らず高湿で、昨年までほ毎年発生していた。今年も気分をかえずに発生してほしい。　　　　　　　山手万知子

謹告 

・鈴木雄一会員は、2000年7月29日にご逝去されました。 
・松川　仁会員は、2000年12月26日にご逝去されました。 

つつしんでおくやみ申し上げます。 

編集後記 

関西菌類談話会会報23号増刊号をお届けします。会報の編集長をひきうけて以来、まともに計画どおり出せ 
たためしがありません。原稿をどうするかに始まり、校正、編集などなど手間がかかり、会報1号を出すのに 
こんなに大変なのかといつも思います。そして、軽はずみに大役を引き受けてしまった事をいつも後悔してい 
ます。でも、会報をきちんと出さないで役を退く事もできなくて、今年も編集長をする事になりそうです。今 
年を最後と思ってやりますので、今後もご支援、ご協力をお願いします。　　　　　　　　　　　　（佐々木） 
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